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ECONOMY
相
場
の
下
落
が
止
ま
ら

ず
、
９
月
１
日
に
は
つ
い

に
24
年
ぶ
り
の
円
安
と
な

る
１
㌦
１
４
０
円
台
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
円
安
は
、

主
要
通
貨
全
体
に
対
す
る
円
の
実
質
的
な
価

値
を
示
す
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
で
は
１
９

７
２
年
以
来
50
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な
水
準
と

な
っ
て
い
る（
国
際
決
済
銀
行〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
〉）。

　

円
安
の
背
景
に
は
、
ド
ル
金
利
上
昇
で
円

に
対
す
る
ド
ル
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
足
元
の
歴
史
的
な

円
安
を
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
が
も
た
ら
し

た
一
時
的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
て
は
本
質

を
見
誤
る
。

　

実
際
、
世
界
の
中
で
の
日
本
の
経
済
力
は

40
〜
50
年
前
の
水
準
に
下
落
し
、
50
年
ぶ
り

の
円
安
も
こ
の
状
況
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
例
え
ば
、
世
界
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
日
本
の
割
合
は
、
95

年
の
17
・
９
％
か
ら
２
０
２
１
年
に
は
５
・

１
％
に
縮
小
す
る
が
、
こ
の
割
合
は
50
年
以

上
前
の
１
９
６
７
年
（
５
・
４
％
）
を
下
回

る
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
25

位
（
２
０
２
１
年
）
だ
が
、
こ
の
順
位
は
40

年
以
上
前
の
１
９
８
０
年
（
28
位
）、
81
年

（
24
位
）
辺
り
の
数
字
と
類
似
す
る
（
世
界

銀
行
）。

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
主
因
は
、

も
ち
ろ
ん
日
本
経
済
の
成
長
力
の
な
さ
に
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
主
要
他
国
に

見
ら
れ
な
い
極
端
な
空
洞
化
の
問
題
が
あ

る
。
こ
の
20
年
余
り
、
日
本
企
業
は
安
い
生

産
コ
ス
ト
や
市
場
を
求
め
て
海
外
生
産
比
率

を
高
め
た
が
、
一
方
で
市
場
が
飽
和
し
て
い

る
国
内
で
の
設
備
投
資
を
抑
制
し
て
き
た
。

そ
こ
に
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
世
界
最
低
水
準
し

円

9月1日、円相場は1㌦140円台にまで下落した

WEDGE

OPINION

中島厚志
Atsushi Nakajima

新潟県立大学国際経済学部 教授

東京大学法学部卒。日本興業銀行入行。
パリ興銀社長、みずほ総合研究所調査本
部長、経済産業研究所理事長などを経て
2020年4月から現職。主な著書に『大過
剰 ヒト・モノ・カネ・エネルギーが世
界を飲み込む』（日本経済新聞出版社）。

円
相
場
の
下
落
が
止
ま
ら
な
い
。だ
が
、〝
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
〞だ
け
で
は
状
況
は
好
転
し
な
い
。

厳
し
い
現
実
を
直
視
し
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ
と
変
え
る
経
済
戦
略
の
大
転
換
に
向
け
舵
を
切
る
べ
き
だ
。

歴
史
的
円
安
を
日
本
の
好
機
と
し

「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」を
果
た
せ
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諦めない経営が
企業をもっと強くする

かつては日本企業から世界初の新しいサービスや商品が次々と生み出されたが、
今や見る影もない。その背景には、「選択と集中」という合理化策のもと、
強みであった多くの事業や技術を「諦め」てきたとの事実が挙げられる。

バブル崩壊以降の30年、国内には根拠なき悲観論が蔓延し、
多くの日本人が自信を喪失している。

だが、諦めるのはまだ早い。いま一度、自らの強みを再確認して、チャレンジすべきだ。

文・梅沢正邦、岩尾俊兵、藤本隆宏、池上眞平、牧本次生、三枝 匡、岸良裕司、
編集部（友森敏雄、野川隆輝）

Wedge Special Report

日本独自の技術・組織・人を守れ
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う
遠
く
な
い
昔
、
こ
の
国

の
勤
労
者
は
大
半
が
「
会

社
命
」
だ
っ
た
。
あ
の
企

業
と
の
一
体
感
、
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
（
従
業
員
の
仕
事
に
対
す
る
熱

意
）
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
２
０
２
２
年

の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本

の
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
度
合
い

は
わ
ず
か
５
％
。米
国
の
35
％
は
も
ち
ろ
ん
、

中
国
の
18
％
に
も
遠
く
及
ば
な
い
。
日
本
の

５
％
は
、
世
界
平
均
21
％
の
４
分
の
１
以
下

な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が
ア
ジ
ア

太
平
洋
州
14
カ
国
・
地
域
を
対
象
に
し
た
調

査
で
は
、「
現
在
の
勤
務
先
で
働
き
続
け
た

い
」
と
考
え
る
日
本
人
の
割
合
は
52
％
で
14

カ
国
中
最
下
位
。
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中

国
の
そ
れ
は
80
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

「
選
択
と
集
中
」に
よ
っ
て 

「
捨
て
る
」「
諦
め
」て
き
た
日
本
企
業

　

背
景
に
は
、
日
本
の
企
業
が
終
身
雇
用
制

を
放
棄
し
、「
選
択
と
集
中
」
と
称
し
て
、

多
く
の
事
業
を
「
諦
め
」、
切
っ
て
捨
て
た

事
実
が
あ
る
。
捨
て
る
経
営
が
い
い
経
営
、

と
讃
え
る
風
潮
さ
え
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
事

業
を
「
捨
て
る
」
の
は
企
業
に
は
効
率
的
な

「
選
択
」
な
の
だ
ろ
う
。
が
、
現
場
の
勤
労

そ

Par t 1
「事業」を諦めない

日本企業の多くが「選択と集中」と称して、事業を「諦め」てきたが、
可能性を探り「継続」を選択した企業もある。両者の違いはどこにあるのか?

文・梅沢正邦  Masakuni Umezawa

経済ジャーナリスト

日本企業の持つ事業
「いらない」って簡単に捨てるな

米ワシントン州モーゼスレイクにあった三菱航空機の飛行試験拠点（写真は2019年）

1971年東京大学経済学部卒業。東洋経済新報社に入社し、プラント・造船・
航空機などを担当。『週刊東洋経済』副編集長を経て、2001年論説委員長。
09年退社。著書に『神さまとぼく 山下俊彦伝』（東洋経済新報社）。
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つ
て
の
日
本
経
済
は
米
国

さ
え
も
凌
駕
し
「Japan 

as N
o.1

」
と
ま
で
い
わ

れ
た
。
１
９
８
７
年
に
は

日
本
の
１
人
当
た
り
名
目
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
米
国
を
抜
き
去
り
、
88
年
に
は
ス

イ
ス
に
次
い
で
世
界
２
位
に
な
っ
た
。
そ
の

時
期
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
も
米
国
に
次
い
で

世
界
２
位
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
日
本
経
済
は
、「
失

わ
れ
た
30
年
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
落
ち
込

ん
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
現
在
で
は
日
本

企
業
の
経
営
は
全
否
定
の
様
相
だ
。
す
な
わ

ち
、
日
本
企
業
の
多
く
は
、「
米
国
を
追
随

す
る
た
め
に
、
あ
れ
も
こ
れ
も
や
る
」
こ
と

に
躍
起
と
な
り
、「
自
ら
の
強
み
を
保
持
す

る
」
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か

な
戦
略
ミ
ス
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
経
営
戦
略
の
要
諦
は
「
何
を

す
る
か
」
で
は
な
く
「
何
を
し
な
い
か
」
を

決
め
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
多
く
の
日
本
企

業
が
繰
り
返
し
た
「
安
易
な
リ
ス
ト
ラ
」
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
社
の

強
み
、
リ
ソ
ー
ス
に
目
を
向
け
る
こ
と
だ
。

「
日
本
の
経
営
は
す
べ
て
遅
れ
て
い
る

は
ず
」と
い
う
思
い
込
み
の
罠

　

た
と
え
ば
、
製
品
の
設
計
・
製
造
に
お
い

て
は
中
核
部
品
を
決
定
し
、
そ
れ
以
外
は
外

注
に
頼
る
。
そ
し
て
、
中
核
部
品
を
作
る
技

術
や
組
織
能
力
は
伸
ば
し
て
い
き
つ
つ
、
戦

略
的
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
利
用
す
る
。

な
ら
ば
、
組
織
能
力
を
生
み
出
す
企
業
独
自

の
経
営
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
中
核
的
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
借
り
も
の
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
分
け
る

は
ず
だ
ろ
う
（
19
頁
図
）。

　

し
か
し
、
こ
の
「
当
た
り
前
」
が
、
経
営

の
や
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
経
営
コ
ン
セ
プ

ト
レ
ベ
ル
の
層
に
お
い
て
の
み
、
な
ぜ
か
抜

け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
今
の
日
本
企

か

日本の強みとは何か?　平成生まれの筆者が「イノベーションの民主化」を
キーワードにして、「日本式経営の逆襲」を実現する方策を示す。

「イノベーションの民主化」で
「日本式経営の逆襲」は可能だ

アマゾンの実像に迫ったノンフィ
クション『amazon Unbound』の
中国語版。ベゾス氏は世界的に
注目される経営者だが、「カイゼン」
をはじめとした日本の経営技術に
も言及している
SOPAIMAGES/GETTYIMAGES

文・岩尾俊兵  Shumpei Iwao

慶應義塾大学商学部 准教授

1989年生まれ。慶應義塾大学商学部卒業、東京大学大学院経済学
研究科マネジメント専攻博士課程修了、近著に『13歳からの経営の教
科書「ビジネス」と「生き抜く力」を学べる青春物語』（KADOKAWA）。

Par t 2
「日本式経営」を諦めない
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ブ
ル
崩
壊
以
降
、
日
本
の

製
造
業
は
衰
退
し
た
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う

だ
。
だ
が
、
私
の
印
象
で

は
、
そ
う
し
た
人
に
は
、
統
計
デ
ー
タ
を
見

て
い
な
い
、製
造
現
場
の
実
態
を
知
ら
な
い
、

歴
史
思
考
が
弱
い
、
産
業
戦
略
に
対
す
る
論

理
思
考
が
弱
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
40
年

以
上
、
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
人
間
と

し
て
、
少
し
意
見
を
申
し
述
べ
た
い
。

日
本
の
製
造
業
衰
退
論
は 

な
ぜ
誤
り
か

　

第
一
に
統
計
デ
ー
タ
の
見
落
と
し
。
政
府

の
経
済
統
計
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
１
９
９
０

年
か
ら
２
０
２
０
年
の
30
年
間
で
、
日
本
製

造
業
の
実
質
付
加
価
値
総
額
（
15
年
基
準
）

は
80
兆
円
台
か
ら
１
２
０
兆
円
近
く
に
拡
大

し
た
。
同
期
間
の
中
国
経
済
や
米
国
Ｉ
Ｔ
経

済
の
急
拡
大
に
比
べ
れ
ば
確
か
に
低
成
長
だ

が
、
少
な
く
と
も
「
製
造
業
衰
退
」
と
の
事

実
は
な
い
。

　

一
方
、
製
造
業
の
就
業
者
数
は
、
１
９
９

０
年
の
約
１
５
０
０
万
人
か
ら
２
０
１
０
年

に
は
約
１
０
０
０
万
人
に
減
っ
た
が
、
以
後

は
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
。
付
加
価
値
総
額
を

こ
れ
で
割
っ
た
付
加
価
値
生
産
性
も
製
造
業

は
平
均
約
１
１
０
０
万
円
で
、
非
製
造
業
の

バ

Par t 3
「強い製造業」を諦めない

バブル崩壊後、日本の製造業が衰退したと考える人は少なくない。それは事実だろうか。
多くの製造現場を見た筆者が製造業の向かうべき道を説く。

日本の製造業衰退論にもの申す
2020年代の巻き返し戦略

直近30年間のデータをみれば、日本の製造業が衰退している事実はない

文・藤本隆宏  Takahiro Fujimoto

早稲田大学研究院 教授
東京大学 名誉教授

三菱総合研究所、米ハーバード大学博士課程、東京大学経済学部教授、ものづくり経営研究センタ
ー長などを経て現職。専門は技術・生産管理、進化経済学。著書に『日本のもの造り哲学』（日本経
済新聞出版）、『能力構築競争』（中公新書）、『現場から見上げる企業戦略論』（角川新書）など多数。
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ダ
ッ
ク
を
追
い
抜
く
世
界

一
の
フ
ィ
ル
ム
を
開
発
し

た
い
」
─
。
そ
ん
な
思

い
で
研
究
開
発
者
と
し
て

富
士
フ
イ
ル
ム
に
入
社
し
た
と
い
う
池
上
眞

平
氏
（
元
常
務
執
行
役
員
）。
顧
客
が
何
と

か
許
容
す
る
画
質
と
価
格
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
が
登
場
し
た
１
９
９
０
年
代
半
ば
が
、
銀

塩
写
真
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
「
受

難
の
時
代
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。
結

果
と
し
て
コ
ダ
ッ
ク
は
２
０
１
２
年
に
破

綻
、
富
士
フ
イ
ル
ム
は
銀
塩
写
真
フ
ィ
ル
ム

事
業
に
代
わ
る
新
た
な
活
路
を
見
出
し
た
。

両
社
の
明
暗
を
分
け
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の

か
？

　

コ
ダ
ッ
ク
の
異
変
に
気
づ
い
た
の
は
、
１

９
９
０
年
代
後
半
頃
の
こ
と
だ
。『Changing 

F
ocus:K

odak and the B
attle to 

Save a Great A
m
erican Com

pany

』

と
い
う
本
を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
た
。
富
士

フ
イ
ル
ム
が
米
国
市
場
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す

一
方
で
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
コ
ダ
ッ
ク
は
、

93
年
に
通
信
機
器
大
手
の
モ
ト
ロ
ー
ラ
か
ら

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
を
最
高
経
営

責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
迎
え
た
。「
選
択
と

集
中
」
と
「
コ
ス
ト
削
減
」
の
名
の
も
と
、

２
万
人
近
い
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
、
事
業
売

「
コ

米ニューヨーク州ロチェスターにあるコダック本社

Par t 4
「仲間と技術」を諦めない

デジタルカメラが登場した1990年代以降、銀塩写真フィルムメーカーは危機に立たされた。
その後の明暗を分けた、米コダックと富士フイルムの違いとは?

文・池上眞平  Shinpei Ikenoue

富士フイルム元常務執行役員

「戦略なきリストラ」は最大の愚策
危機における経営の要諦

1970年京都大学卒業後、富士フイルム入社。主に研究開発部門および知財
部門を担当した。また、海外の企業との共同開発および海外の企業との特
許係争の経験も持つ。
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超電導磁石が小型化のカギ
「重粒子線がん治療装置」の未来

め
な
か
っ
た
結
果
、
い
ま

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

と
し
て
い
る
、
が
ん
の
治

療
用
装
置
が
あ
る
。
東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
が
開
発
し
た
世
界

最
小
の
「
重
粒
子
線
治
療
装
置
」
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
重
粒
子
線
治
療
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。
が
ん
治
療
は
、
①
が
ん

細
胞
を
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
直
接
切
り
取
る

「
外
科
治
療
」、②
抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る「
化

学
療
法
」、
③
Ｘ
線
な
ど
の
光
子
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る「
放

射
線
治
療
」
が
一
般
的
だ
。

　

重
粒
子
線
治
療
は
、
③
放
射
線
治
療
の
一

つ
で
、
炭
素
イ
オ
ン
を
光
速
の
70
％
ま
で
加

速
さ
せ
、
こ
の
粒
子
線
を
が
ん
細
胞
に
照
射

す
る
と
い
う
も
の
。
通
常
、
Ｘ
線
な
ど
は
、

線
量
が
最
も
高
い
の
が
皮
膚
の
表
面
で
、
体

内
の
が
ん
細
胞
に
到
達
し
た
と
き
に
は
低
下

す
る
ほ
か
、
通
り
道
の
正
常
組
織
の
限
界
線

量
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
重
粒
子
線
治
療
の
場
合
、
が
ん

細
胞
に
到
達
す
る
位
置
で
線
量
が
最
大
と
な

り
、
読
ん
で
字
の
如
く
質
量
が
大
き
く
拡
散

し
な
い
特
徴
が
あ
る
た
め
、
他
の
細
胞
を
傷

つ
け
な
い
。
同
じ
粒
子
線
で
も
「
陽
子
」
を

使
う
こ
と
が
欧
米
で
は
一
般
的
（
装
置
の
小

型
化
が
容
易
で
あ
る
た
め
）
だ
が
、
炭
素
イ

諦

Par t 6
「重粒子線治療」を諦めない

今、新たな治療法として世界から注目される重粒子線がん治療。
この世界最小の装置を東芝が開発した。開発と装置運用の舞台裏をリポートする。

山形大学医学部東日本重粒子センターのエントランス

文・編集部（友森敏雄）

YAMAGATA UNIVERSITY
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５
０
年
間
で
約
１
億
３
０
０
０
万
人
ま
で
増

え
、
単
純
計
算
で
４
倍
の
都
市
空
間
が
大
急

ぎ
で
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
自
由
に
使

え
る
広
大
な
原
野
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
あ
ち
こ
ち
で
条
件
が
悪
い
と
こ
ろ
に

都
市
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

頻
繁
に
起
き
る
大
雨
や
小
さ
な
地
震
の
経

験
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
の
リ

ス
ク
が
高
い
所
に
都
市
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
低
頻
度
で
起
き
る
大
地
震

や
近
年
に
巨
大
化
し
た
豪
雨
災
害
は
多
く
の

人
が
初
め
て
経
験
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
ま

で
安
全
だ
と
思
っ
て
い
た
所
の
リ
ス
ク
を
あ

ら
わ
に
す
る
。

　

た
か
だ
か
１
５
０
年
の
間
に
大
急
ぎ
で
つ

く
ら
れ
た
都
市
に
は
ま
だ
ま
だ
リ
ス
ク
が
高

い
場
所
が
あ
る
と
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
だ
ろ
う
。

　

都
市
計
画
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
災
害

年
の
夏
も
各
地
で
豪
雨
被

害
が
発
生
し
た
。
８
月
の

豪
雨
で
東
北
や
日
本
海
側

を
中
心
に
６
０
０
０
棟
を

超
す
住
家
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
記
憶
に

新
し
い
。

　

近
年
、
わ
が
国
で
は
地
震
や
台
風
、
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
そ

の
た
び
に
問
わ
れ
る
の
は
「
な
ぜ
災
害
リ
ス

ク
が
高
い
土
地
に
人
の
住
む
場
所
が
形
成
さ

れ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

問
い
に
大
き
く
答
え
る
と
す
る
と
「
都
市

を
拡
大
す
る
土
地
が
十
分
に
な
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
わ
が
国
で
は
ま
ず
農

業
が
高
度
に
発
達
し
、
明
治
維
新
以
降
に
工

業
化
が
進
む
。
産
業
が
発
達
す
る
と
人
口
が

増
加
し
、
そ
の
人
口
を
受
け
止
め
る
都
市
が

農
地
を
食
い
つ
ぶ
す
よ
う
に
発
達
す
る
。
明

治
維
新
時
の
約
３
０
０
０
万
人
の
人
口
が
１

今

日本の都市は災害と隣り合わせだ。写真は8月4日に撮影された増水した山形県大江町の最上川

WEDGE

OPINION

饗庭 伸
Shin Aiba

東京都立大学都市環境学部
都市政策科学科 教授

1971年兵庫県生まれ。早稲田大学理工
学部建築学科、同大学院卒業。博士（工
学）。2007年より東京都立大学都市環境
学部准教授、17年より現職。専門は都市
計画・まちづくり。著書に『都市をたた
む～人口減少時代をデザインする都市計
画』（花伝社）など多数。

わ
が
国
の
都
市
は
常
に
多
く
の
災
害
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

事
前
予
知
で
対
応
す
る
こ
と
の
限
界
を
理
解
し
、社
会
全
体
で
そ
の
リ
ス
ク
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

頻
発
し
巨
大
化
す
る
自
然
災
害

日
本
社
会
が
鍛
え
る
べ
き「
力
」と
は
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今
年
６
月
17
日
、
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
閣
僚
会

議
は
「
閣
僚
宣
言
」
を
６

年
半
ぶ
り
に
採
択
し
閉
幕

し
た
。
同
宣
言
の
目
玉
の
一
つ
と
な
っ
た
の

が
、「
漁
業
補
助
金
協
定
」
の
合
意
だ
。

　

そ
も
そ
も
政
府
に
よ
る
補
助
金
投
入
は
市

場
に
よ
る
自
由
な
競
争
を
歪
め
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
側
面
を
持
つ
。漁
業
に
つ
い
て
も
、

補
助
金
が
つ
く
な
ら
ば
と
皆
が
競
っ
て
漁
船

を
大
型
化
す
る
な
ど
し
て
漁
獲
能
力
を
上
げ

て
し
ま
え
ば
、
魚
を
獲
り
尽
く
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。
ま
た
、
不
採
算
に
あ
え
ぐ
漁
業

者
に
対
す
る
補
助
金
の
投
入
は
、
短
期
的
に

は
漁
業
者
を
救
済
す
る
が
、
抜
本
的
な
解
決

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
漁
業
補
助
金
協
定
の
交
渉
で
、

日
本
は
「
禁
止
さ
れ
る
補
助
金
は
、
真
に
過

剰
漁
獲
能
力
・
過
剰
漁
獲
に
つ
な
が
る
も
の

に
限
定
す
べ
き
」
と
規
制
に
消
極
的
で
あ
り

続
け
た
。
結
果
、
合
意
さ
れ
た
補
助
金
協
定

で
も
、
乱
獲
さ
れ
た
資
源
に
関
す
る
漁
業
へ

の
補
助
金
は
禁
止
（
第
４
・
１
条
）
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
補
助
金
や
そ
の
他
の
措
置
を

通
じ
て
資
源
が
持
続
可
能
な
水
準
に
回
復
す

る
よ
う
目
指
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
補
助

金
供
与
が
許
さ
れ
る
（
第
４
・
３
条
）
と
さ

れ
る
な
ど
、
重
要
な
例
外
が
設
け
ら
れ
た
。

補助金で整備が進む北海道北部・遠別の漁港。漁業者は30人に満たず、つぎ込まれる補助金は漁業者1人あたり2億8000万円である（筆者撮影）
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世界からも疑問の声
補助金漬けの漁業はもうやめよう
日本の漁業補助金には、目的も形骸化し「延命治療」となり果てているものも少なくない。
北海道の現場を歩くと、補助金をつぎ込んでも衰退が止まらない、漁村の現状があった。

文・真田康弘  Yasuhiro Sanada

早稲田大学地域・地域間研究機構客員主任研究員・
研究院客員准教授
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